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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第８期
第２四半期
連結累計期間

第９期
第２四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 9,769,936 11,151,967 20,196,560

経常利益 (千円) 74,689 220,976 227,840

四半期(当期)純利益 (千円) 37,518 126,494 84,161

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 31,523 123,675 88,563

純資産額 (千円) 4,010,105 4,117,595 4,067,145

総資産額 (千円) 9,497,463 9,922,189 9,584,791

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 2,561.86 8,637.37 5,746.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 2,546.67 8,610.60 5,716.60

自己資本比率 (％) 42.2 41.5 42.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 457,546 388,146 696,866

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △942,621 △271,786 △947,775

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 281,072 △77,105 184,205

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,640,525 1,814,897 1,776,279

　

回次
第８期
第２四半期
連結会計期間

第９期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1,459.43 3,287.26

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第８期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災とそれに続く福島

第一原発の事故による放射能汚染により、東日本を中心とした農産物の出荷停止、風評被害等による個人消

費の低迷、さらには円高の進行、米国経済の回復の遅れ、欧州金融不安等により、景気の先行きは依然として

不透明な状況が続いております。

食品関連業界におきましては、原発事故による食材の放射能汚染、焼肉チェーン等において発生した食中

毒事件により、食の安心・安全に対する消費者の関心が強まっております。

このような状況の下、当社グループの強みである提案型営業を推し進めたことにより、新規顧客の獲得及

び既存取引の深耕が順調に進展し、また、前期に竣工した東京ＦＳセンターの加工処理能力と衛生管理レベ

ルの向上により、従前より重点営業先として注力していた事業給食等のお客様との新規取引も拡大いたし

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は11,151百万円と前年同四半期と比べ1,382百万円

（14.1％）の増収となりました。利益につきましては、営業利益は234百万円と前年同四半期と比べ144百万

円（160.6％）の増益、経常利益は220百万円と前年同四半期と比べ146百万円（195.9％）の増益、四半期純

利益は126百万円と前年同四半期と比べ88百万円（237.15％）の増益となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 東日本

当セグメントの売上高は、東京ＦＳセンター稼動による新規顧客の増加等により、6,675百万円と前年同

四半期と比べ862百万円（14.8％）の増収となりました。セグメント利益（経常利益）は、野菜の調達価格

が安定していたこと及び東京ＦＳセンター関連の費用が減少したこと等により、83百万円と前年同四半期

と比べ92百万円の増益となりました。

　
② 西日本

当セグメントの売上高は、新規顧客の獲得及び既存取引の深耕が順調に進展したこと等により、4,478百

万円と前年同四半期と比べ514百万円（13.0％）の増収となりました。セグメント利益（経常利益）は、野

菜の調達価格が安定していたこと及び売上増加に伴うコストの増加を最小限に食い止めることができたこ

と等により、123百万円と前年同四半期と比べ66百万円（114.3％）の増益となりました。
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③ 持株会社

当セグメントの売上高は、230百万円と前年同四半期と比べ24百万円（9.4％）の減収となりました。セグ

メント利益（経常利益）は、80百万円と前年同四半期と比べ25百万円（23.7％）の減益となりました。

　
④ その他

当セグメントの売上高は、76百万円と前年同四半期と比べ９百万円（14.2％）の増収となりました。セグ

メント損失（経常損失）は、７百万円と前年同四半期と比べ12百万円の減益となりました。

　
(2) 財政状態の分析

流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.5％増加し、4,831百万円となりました。これは、主として売掛金

が292百万円増加したこと、一方、未収還付法人税等が48百万円、立替金が34百万円減少したことなどにより

ます。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.6％増加し、5,090百万円となりました。これは、主として投資有

価証券が87百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し、9,922百万円となりました。

　
流動負債は、前連結会計年度末に比べて12.3％増加し、2,941百万円となりました。これは、主として買掛

金が224百万円、１年内返済予定の長期借入金が53百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.2％減少し、2,862百万円となりました。これは、主として長期借

入金が23百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて5.2％増加し、5,804百万円となりました。

　
純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.2％増加し、4,117百万円となりました。これは、主として利益

剰余金が53百万円増加したことなどによります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より38百万円増加し、

1,814百万円となりました。

　
当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益

218百万円、減価償却費133百万円、仕入債務の増加額224百万円が主要な収入であります。また、売上債権の

増加額291百万円が主要な支出であります。以上の結果、388百万円の収入となりました。（前年同四半期は

457百万円の収入）

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による

支出182百万円、投資有価証券の取得による支出93百万円が主要な支出であります。以上の結果、271百万円

の支出となりました。（前年同四半期は942百万円の支出）

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入200百

万円が主要な収入であります。また、長期借入金の返済による支出170百万円、配当金の支払額72百万円が主

要な支出であります。以上の結果、77百万円の支出となりました。（前年同四半期は281百万円の収入）
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は41百万円であります。

　
　

EDINET提出書類

デリカフーズ株式会社(E02994)

四半期報告書

 5/22



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000.00

計 30,000.00

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,605.00 15,605.00
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株制度は採用しておりま
せん

計 15,605.00 15,605.00― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 15,605.00 ― 759,755 ― 1,591,242
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

舘本　勲武 愛知県名古屋市中村区 3,272 20.97

舘本　篤志 東京都足立区 2,598 16.65

デリカフーズ株式会社 東京都足立区保木間二丁目29－15 960 6.15

岡本　髙宏 東京都足立区 724 4.64

デリカフーズグループ従業員持
株会

東京都足立区六町四丁目12－12 716 4.59

鬼頭　利光 愛知県名古屋市中村区 465 2.98

岩崎　泰次 静岡県静岡市駿河区 425 2.72

野村　五郎 兵庫県明石市 306 1.96

小笠原　真清 愛知県名古屋市名東区 185 1.19

岡田　和夫 愛知県犬山市 180 1.15

計 ― 9,831 63.00

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　(自己保有株式)　　　
　普通株式　960.00　

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
  普通株式
         14,645.00

14,645 同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 15,605.00 ― ―

総株主の議決権 ― 14,645 ―

(注)  当社は単元株制度を採用しておりません。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 デリカフーズ株式会社

東京都足立区保木間２丁
目29－15

960.00 ― 960.00 6.15

計 ― 960.00 ― 960.00 6.15

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　
　

   役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役 常務取締役 小笠原　真清 平成23年７月12日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,328,377 2,337,008

売掛金 2,012,374 2,304,605

有価証券 － 8,099

商品及び製品 57,412 70,262

仕掛品 2,037 1,907

原材料及び貯蔵品 23,174 27,567

その他 214,415 98,204

貸倒引当金 △14,986 △15,713

流動資産合計 4,622,804 4,831,942

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,600,979 1,563,287

土地 2,534,861 2,534,861

その他（純額） 458,855 529,813

有形固定資産合計 4,594,696 4,627,962

無形固定資産

その他 38,070 43,333

無形固定資産合計 38,070 43,333

投資その他の資産

その他 359,683 448,691

貸倒引当金 △30,463 △29,739

投資その他の資産合計 329,219 418,952

固定資産合計 4,961,986 5,090,247

資産合計 9,584,791 9,922,189
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,118,977 1,343,461

短期借入金 365,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 355,023 408,108

未払法人税等 62,597 86,312

未払金 562,563 600,101

賞与引当金 57,353 58,267

その他 99,039 95,375

流動負債合計 2,620,554 2,941,625

固定負債

長期借入金 2,741,592 2,718,068

退職給付引当金 41,967 40,792

その他 113,532 104,108

固定負債合計 2,897,091 2,862,968

負債合計 5,517,646 5,804,594

純資産の部

株主資本

資本金 759,755 759,755

資本剰余金 1,591,242 1,591,242

利益剰余金 1,893,545 1,946,814

自己株式 △174,508 △174,508

株主資本合計 4,070,035 4,123,305

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,890 △5,709

その他の包括利益累計額合計 △2,890 △5,709

純資産合計 4,067,145 4,117,595

負債純資産合計 9,584,791 9,922,189
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 9,769,936 11,151,967

売上原価 7,404,943 8,448,444

売上総利益 2,364,993 2,703,522

販売費及び一般管理費 ※
 2,274,831

※
 2,468,591

営業利益 90,162 234,930

営業外収益

受取利息 866 1,488

受取配当金 1,166 1,119

業務受託手数料 3,087 2,486

その他 5,138 8,433

営業外収益合計 10,259 13,528

営業外費用

支払利息 25,732 26,222

その他 － 1,260

営業外費用合計 25,732 27,482

経常利益 74,689 220,976

特別利益

補助金収入 452,455 －

その他 4,620 －

特別利益合計 457,075 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 2,193

固定資産圧縮損 452,364 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,731 －

その他 10,476 －

特別損失合計 468,572 2,193

税金等調整前四半期純利益 63,191 218,783

法人税、住民税及び事業税 25,673 92,289

法人税等合計 25,673 92,289

少数株主損益調整前四半期純利益 37,518 126,494

四半期純利益 37,518 126,494
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 37,518 126,494

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,994 △2,818

その他の包括利益合計 △5,994 △2,818

四半期包括利益 31,523 123,675

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 31,523 123,675

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 63,191 218,783

減価償却費 121,154 133,160

引当金の増減額（△は減少） △76,820 △258

受取利息及び受取配当金 △2,033 △2,608

支払利息 25,732 26,222

補助金収入 △452,455 －

固定資産売却損益（△は益） △106 －

固定資産圧縮損 452,364 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,193

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,731 －

売上債権の増減額（△は増加） △134,356 △291,506

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,844 △17,114

仕入債務の増減額（△は減少） 76,057 224,484

その他 18,507 130,675

小計 78,123 424,031

利息及び配当金の受取額 1,765 2,359

補助金の受取額 452,455 －

利息の支払額 △26,011 △26,537

法人税等の支払額 △48,786 △11,706

営業活動によるキャッシュ・フロー 457,546 388,146

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △41,137 △38,112

定期預金の払戻による収入 60,914 60,000

有形固定資産の取得による支出 △938,532 △182,417

有形固定資産の売却による収入 4,038 －

無形固定資産の取得による支出 △12,797 △8,502

投資有価証券の取得による支出 △3,150 △93,730

貸付けによる支出 △10,000 －

貸付金の回収による収入 10,000 －

その他 △11,956 △9,024

投資活動によるキャッシュ・フロー △942,621 △271,786

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,268 △15,000

長期借入れによる収入 480,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △128,828 △170,439

リース債務の返済による支出 △17,526 △18,684

配当金の支払額 △72,841 △72,982

財務活動によるキャッシュ・フロー 281,072 △77,105

現金及び現金同等物に係る換算差額 344 △637

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △203,658 38,617

現金及び現金同等物の期首残高 1,844,184 1,776,279

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,640,525

※
 1,814,897
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

次のとおりであります。

運賃 823,819千円

給与手当 700,102〃

貸倒引当金繰入額 2,876〃

退職給付費用 4,526〃
　

運賃 892,480千円

給与手当 763,717〃

賞与引当金繰入額 47,032〃

貸倒引当金繰入額 4,009〃

退職給付費用 798〃
　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりであります。

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりであります。

現金及び預金 2,225,395千円

預入期間が３か月超の定期預金 △584,869〃

　現金及び現金同等物 1,640,525千円
　

現金及び預金 2,337,008千円

有価証券 8,099〃

　計 2,345,107千円

預入期間が３か月超の定期預金 △530,210〃

　現金及び現金同等物 1,814,897千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月28日
定時株主総会

普通株式 73,2255,000.00平成22年３月31日 平成22年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 73,2255,000.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)3
関東地区 東海地区 近畿地区 持株会社 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
5,660,6141,870,0482,077,359 ― 9,608,021161,9149,769,936 ― 9,769,936

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

4,632 9,736 6,385254,200274,95452,746327,701△327,701 ―

計 5,665,2461,879,7842,083,744254,2009,882,976214,66110,097,637△327,7019,769,936

セグメント利益又

は損失(△)
△21,56826,21831,585105,561141,79617,410159,206△84,51774,689

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり東北地区及び研究開発会社を含んでお

ります。

2 セグメント利益の調整額△84,517千円には、セグメント間取引消去△85,632千円が含まれております。

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)3
東日本 西日本 持株会社 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
6,669,7764,458,668 ― 11,128,44423,52211,151,967 ― 11,151,967

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

5,620 19,573230,200255,394 53,284 308,679△308,679 ―

計 6,675,3974,478,241230,20011,383,83976,80611,460,646△308,67911,151,967

セグメント利益又

は損失(△)
83,598123,87780,491 287,968△7,671 280,296△59,320 220,976

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである研究開発会社であります。

2 セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去△59,320千円であります。

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する情報

第１四半期連結会計期間より、当社グループの経営意思決定過程等を見直した結果、経営資源の配分の決

定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象が変更されたことにより、報告セグメントを、「関東

地区」、「東海地区」、「近畿地区」及び「持株会社」から「東日本」、「西日本」及び「持株会社」に変

更しております。

前連結会計年度の対応する四半期連結累計期間について、変更後の区分方法により作成した報告セグメ

ントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は、以下のとおりであります。
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    前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)3
東日本 西日本 持株会社 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
5,807,8533,947,407 ― 9,755,26014,6759,769,936 ― 9,769,936

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

4,798 16,121254,200275,119 52,581 327,701△327,701 ―

計 5,812,6513,963,529254,20010,030,38067,25610,097,637△327,7019,769,936

セグメント利益又

は損失(△)
△9,213 57,803105,561154,150 5,056 159,206△84,517 74,689

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである研究開発会社であります。

2 セグメント利益の調整額△84,517千円には、セグメント間取引消去△85,632千円が含まれております。

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 2,561円86銭 8,637円37銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 37,518 126,494

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 37,518 126,494

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,645.00 14,645.00

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2,546円67銭 8,610円60銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用
いられた普通株式増加数の主要な内訳(株)
新株予約権

 
 

87.36

 
 

45.53

    普通株式増加数(株) 87.36 45.53

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

デリカフーズ株式会社

取締役会  御中

　

仰星監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    山﨑　清孝　 印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    南　成人     印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているデリ
カフーズ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、デリカフーズ株式会社及び連結子会社の平成
23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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